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2020 年 2 月 24 日発行 

大町山岳博物館友の会  第 182 号 

ゆ き つ ば き 通 信 
 

 

行事のご案内 

令和２年度山博友の会 総会・講演会のお知らせ 

 講演会  信濃大町「岳野湖山」にかける夢 

矢野孝雄氏（大町山岳博物館専門員） 

共催 大町山岳博物館 

《期 日》 4月 18日（土） 午後 3時 00分 ～ 5時 00分 

《場 所》 山岳博物館 講堂 

《演 題》 信濃大町「岳野湖山」にかける夢 

《参加費》 無料 

《申込み》 要事前申し込み 4月 17日（金）まで 定員 50人（申込先着順） 

      参加希望者の氏名・住所・電話番号を FAX（0261-21-2133）または 

      Ｅメール（sanpaku@city.omachi.nagano.jp）でご連絡ください。 

《内 容》  地域を理解するときに、ゾーニングが役だつことがあります。 

 大町市の大地のなりたちを理解するために、「岳野湖山（たけのこやま）」

というゾーニングはどうだろうか、と思いつきました。といいますのは、この

ように区分してみると、大町市の魅力がきわだってくるように感じられたから

です。申し上げるまでもなく、「岳」は北アルプス、「野」は安曇野、「湖」

は仁科三湖、「山」は東山です。 

 そこで、私の講演

では「岳」「野」「湖」

「山」の生い立ちに

ついてこれまでに

わかっていること

がらを紹介し、それ

ぞれの魅力をみな
地形は Google 
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さまと考えてみたいと思います。さらに大北にはもう１つ、無形の魅力が息づ

いているように感じます。それは「塩の道のこころ」とでもいうもので、塩の

道ができた自然史をふりかえりながら、その実際のところをみんなで話し合え

ればと願っています。 

 さいごに、「岳野湖山」と「こころ」にかける私の３つの夢をご紹介させて

いただきます。「夢物語」のたぐいですが、お話の種にでもなれば幸いです。 

※内容については、矢野先生よりいただきました。 

 友の会総会  

 講演に先立ち令和2年度総会を行います。友の会の活動をより有意義にするために、

ぜひ多くの方にご出席いただき、意見を交換いただきたいと思います。 

《期 日》 4月 18日（土） 午後 1時 00分 ～ 2時 45分 

《場 所》 山岳博物館 講堂 

《内 容》 令和元年度の事業報告・決算報告 令和 2年度の事業計画・予算案 

その他、会員からの提議に関する協議・決議 

※総会後、18 時より懇親会を予定しています（場所未定）。講演会申し込みにあわせ

て申し込みください。参加費 4000円程度予定。 

 

 

探鳥会 in 大峰（友の会主催事業 次年度予定事業） 

 山岳博物館と友の会は古くから鷹狩山をフィールドとして探鳥会（小鳥の声を聞く

会）を実施しています。昨年は、針ノ木雪渓下で山の鳥を楽しみました。今年は、場

所を池田町の大峰に移して、比較的定点的な（人はあまり動かず、来る鳥を見る）形

の探鳥会を行いたいと思います。あわせて、会員を講師にさまざまな自然観察を行い

ます。 

 

《期日》 5月 10日（日） 午前 8時〜12時 小雨決行 

《場所》 大峰高原白樺の森（大峰高原小鳥の森）[大カエデの 1kmほど北]  

    （現地集合・解散 現地までの移動手段のない方は申込時に乗り合わせ希望

をお伝えください） 

《対象》 子ども～大人（山道散策もあります） 

《募集人員》 20名（定員になり次第、締め切り） 

《講師》 腰原正己さん 
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《参加費》 無料（会員のみ 体験入会可） 

《持ち物》 筆記用具、雨具、防寒具、日除け（帽子・傘）、観察道具（双眼鏡など

ある方）、昼食、お椀、箸、飲み物、敷物（ビニールシート、簡易椅子など） 

《申し込み》 5月 6日（水）まで 電話・FAXまたは直接、友の会事務局へ 

       （Tel/Fax0261-23-6334） 

 

 

山岳博物館 令和２年度事業（予定／当面） 

・・・・・山博ホームページ、今後の案内でご確認ください。 

4月 25日（土）～7月 12日（日） 企画展「日本山岳画協会 大町展」 

企画展ギャラリートーク［4月 25日（土）］ 

企画展ワークショップ 木版画刷実演［4月 29日（水、祝）］ 

企画展ワークショップ 絵画教室［6月 7日（日）］ 

企画展ワークショップ ぬり絵はがきづくり［6月 28日（日）］ 

5月 2日（土）～6日（水，祝） 付属園まつり 
 

  

ライチョウ基金シンポジウム 2020  
 主催大町山岳博物館 富山市ファミリーパーク 協力 大町山岳博物館友の会 

   ライチョウ飼育の現場では今…！ 
《期 日》 3月 8日（日） 午後 1時〜4時（正午開場） 

《場 所》 サン・アルプス大町 2階大会議室 

《参加費》 無料 

《申込み》 2月 28日（金） 先着 200名 

 電話：0261-22-0211 メール：sanpaku@city.omachi.nagano.jp 

お早く申し込みください。詳しくは、チラシ、ホームページをご覧ください。 
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【報告】[友の会主催事]  

「ゆきんこ観察会」に参加して 

《期 日》 1月 25日（土） 午後 1時 ～ 4時 

《場 所》 山岳博物館 講堂 

《参加者》 13名 

 
 1 月 25 日（土）「ゆきんこ

観察会」に参加しました。実際

は観察会ではなく、山博講堂

にて座学になりました。 

 いままでになく雪が少なく

山博周辺にもまったく雪がな

い状態でした。異常気象・地球

温暖化が叫ばれる中、雪のお

話を聞けるのがとても楽しみ

でした。 

 毎年雪が積もるのは基本的に北緯 40 度よりも北なのに北緯 40 度よりも南に位置

する日本でなぜ毎年雪が積もるのか？ 

 大陸がシベリア高気圧に覆われそこか

ら冷たい季節風が日本海に流れてきて同

じく日本海に流れてきた対馬海流によっ

て暖められて水蒸気が発生し蒸発して積

雲ができてどんどん発達して雪を降らせ

る。新潟の十日町は大陸との距離が離れ

ているので大陸との距離が短い北海道よ

りもいっぱい雪が降るとか・・・・・。 

 鈴木館長が高校生の時に中谷宇吉郎先

生の「雪」という本に出会って、はまって雪の研究を始めて今にいたったそうですが、

空から降ってくる雪の結晶のかたちはどうやって決まるのか？中谷先生は気温と水

蒸気量を調節できるシンプルな実験装置をつくって世界で初めて明らかにしたそう

です。 

 「雪は天から送られてきた手紙である。」と中谷先生は表現したそうです。とても
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すてきな言葉だと感じました。降ってき

た雪の結晶から雲の気温や水蒸気量がわ

かります。雪の結晶はただ美しいだけで

なく私たちにいろいろな情報を提供して

くれているんだと感動しました。 

 今年の異常なまでの雪不足について

は、十日町の積雪量を 1945 年から毎日

計ってデーター化し「くじら図」という

表にしたものを示されてものすごく積雪が多い年があったかと思えばものすごく少

ない年が続いたり、ただ 70 年間を平均すればけっして積雪は減っていないことがわ

かりました。上高地周辺の雪解け水の量からも同じ結果になりました。 

 地球の長い歴史のなかであまり短いスパンで一喜一憂してもいけないと感じまし

たし自然の摂理を受け入れる準備をしていくことが大事だということを勉強しまし

た。午後 1 時から午後４時過ぎまで間 10 分の休憩はありましたがほぼ 3 時間立ちっ

ぱなしでお話していただいて鈴木館長は大変だったと思いますが、聞いている私たち

はあっという間の 3 時間でした。 

 第二弾で今度は南極のお話をお聞きしたいと思います。ぜひお願いします。 

川﨑祐子 
 

 

 

 活 動 報 告 飯島町の傘山（1542ｍ）登山 

 ～二つのアルプスを望む展望の山（のはずだったが）～ 

《月日》1月 18日（土） 《天気》曇り 

《参加者》11名 

 

 この冬の暖かさは戸惑いすら伴う。北では少し降ったようであるが、大町の平野に

は全く雪がない。降っても雨である。山行当日は南岸低気圧により、長野県南部の予

報は雪となっていた。伊那谷に入ると空はどんより低い雲に覆われ、山は山麓でもう

っすら白くなっていた。1 月の山でも、雪のないことを狙って南の山を選んだのに、

なんということでしょう。今回の参加は総勢 11 名で、駒ヶ岳スマートＩＣ出口で富

士見町の島さんと最後に合流して車は 3台となった。下見の時に一緒に登り、お世話

烏帽子の会 
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になった飯島町役場の松下さんが歓迎に駆けつけ、飯島町から見える山がデザインさ

れた手拭を各自にプレゼントしていただいた。南アルプスは仙丈ケ岳から奥茶臼山ま

で 18 座、中央アルプスは将棊頭山から烏帽子岳まで 11 座の計 29 の山が標高入りで

描かれている。 

 登山口は傘山の中腹の町民の森駐車場、標高 1064

ｍにある。暴れ河川で有名な与田切川の左岸の道が

森林整備作業のため通行止めであったため、右岸側

の千人塚経由の道のりとなった。登山口では島さん

の烏帽子の会への入会の紹介があった。東京から傘

寿の祝いで登るというという数名の団体が先に登っ

て行った。あたりは一面に 3～4センチメートルの積

雪である。 

 第一展望台尾までは、車両通行止めの広い林道を

登る。ヒノキやカラマツの林の中の林道は意外と長

く、1 時間近く続いた。大きなカーブを右に曲がる

と、林道は平らになり広場に出る。ベンチやトイレ

もある第一展望台である。ここからは空木岳、南駒

ケ岳、仙涯岳、越百山などの中央アルプスの山並み

が見える。写真の案内看板があるが、厚い雲に覆われていた。展望台の先で林道と別

れていよいよ登山道となる。ここからあと 1時間で頂上である。いきなりの急登で息

が弾む。登山道沿いに太いイヌブナの木がある。岩場の迂回ルートやロープのある急

坂を過ぎると平坦になったところに第 2展望台がある。こここからは八ヶ岳から南ア

ルプス北部の山々が望めるというが、今日は何も見

えない。カラマツのある斜面を南側に長くトラバー

スし、再び尾根沿いの急登をロープにつかまりなが

ら登る。周りは、カラマツの林床に笹が繁茂する。

再び左にトラバースして少し登ると第 3展望台に出

る。晴れていていれば眼前に烏帽子岳がよく見える

という。展望台上のミズナラの大木を過ぎ、10分足

らずで頂上になる。右側はカラマツの植林、左側は

ブナやミズナラの自然林の間にある最後の急な上

り坂は少々応える。 

 樹林帯の中の頂上であるが、東側は広く伐採され

て、南アルプスが一望できる。中央アルプス側は冬

新加入の島 正孝さん 

カラマツ林のトラバース 
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季は林間から望める。写真付きの看

板がある。風がないので頂上で昼食

とする。予定より 10 分ほどの遅れ

である。先発した傘寿祝のグループ

は反対側の御嶽山コースを下った

らしく、姿が見えない。代わりにそ

のコースから下伊那農業高校山岳

部生徒数人が二人の先生と登って

きた。女生徒もいて、お互いに写真

を撮ったりして、がぜん賑やかな頂

上となった。知らないもの同士がす

ぐに親しくなれるのは山が持っている不思議な力、どうしてだろうか。 

 雪は登山口からさほど増えていないが、何人かはアイゼンを付けた。アイゼンのな

い人はすべらないように急な登山道を慎重に下った。林道に出るともう安心で、おし

ゃべりに花が咲く。 

 ついに南アルプスも中央アルプも、さらにすぐ近くの烏帽子岳も全く姿をみせず、

いただいた手拭がとても良い記念となった。登山口に降りたときは雪が舞ってきた。 

 帰りは「道の駅花の里いいじま」や隣のお菓子屋さんで買い物を楽しみ、「信州ま

つかわ温泉清風苑」のアルカリ性のつるつる温泉にしっかりつかり、帰路に就いた。 

 雪のない雪国から、南の雪山への不思議な 1日でした。 

宮澤陽介 

 
 烏帽子の会３月例会は 3月 28日（土）に、小谷村スノーシュークラブとの合同

で、小谷温泉から釜池周辺をスノーシューで歩きます。 

サークル烏帽子の会へのお問い合わせは、事務局（電話：0261-23-6334）まで 

 

 

 

 冬季は発行物の封入作業を中心に活動しています。3月 8日にはライチョウ基金シ

ンポジウムのお手伝いを行います。各地からお見えになる方々をお迎えしたいと思

います。総会の頃からサクラソウや園内の整備が始まります。大型連休には付属園

祭りのお手伝いをします。 

ボランティアサークルへのお問い合わせは、事務局（電話：0261-23-6334）まで  

ボランティアサークル 

頂上にて全員で（写真はいずれも川崎さん） 
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会費納入のお願い 

 年度替わりとなります。下記の案内の口座に振込みをお願いします。 

 博物館の事務局では原則的に現金を扱わないことと、入金の web管理のため、友

の会費は郵便局から口座への振込みでお願いします。なお、総会当日は担当役員が

会費の扱いを行います。 

 会費は 4月中を目処に納入ください。遅れますと会員登録が大きく遅れることが

あります。友の会の事務、運営はボランティアで行われています。ご協力をお願い

します。 

 

ゆきつばき通信編集室より          

 

 通信 182 号をお届けします。主に、新年度事業のご案内になります。奮ってご参加くださ

い。 

 上記のように事務処理の効率化のため、会費の納入は今後は下記の郵便振替とし、博物館

窓口では扱いません（総会では総会会場で受け付けます）。なにとぞご理解の上、早めの納

入をお願いします。 

 総会にも大勢ご参加ください。また、事業に対するご意見やご希望をいただければと思い

ます。 

 非常に暖かい冬となっています。ゆきんこの観察会も雪ナシでした。三寒四温とはいいま

すが、すっかり春めいてくるのでしょうか？いずれにしろ、ご自愛くださいますよう。4月に

は、皆さんお元気で総会と記念講演会を行えればと思います。 

 

（丸山卓哉） 
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発行／大町山岳博物館友の会  2020年 2月 24日 

〒398-0002 長野県大町市大町 8056-1 

 大町山岳博物館内 山博友の会事務局  Tel/Fax 0261-23-6334 

山博ページ http://www.omachi-sanpaku.com/ 
友の会は、山博の情報発信のために山博ホームページの維持に協力しています 

 

会費のご案内  
博物館窓口では会費を扱いません。総会以外での納入は下記振込みでお願いします。 

会費振替口座番号 00550－2－24194 加入者名 山博友の会 

ファミリー 4,000 円  個人 3,500 円  学生 2,000 円 
※ファミリー会員とは、同居または扶養家族をさします。学生会員とは、小学生～大学生までをさします。 

4 月が年度切り替えとなっています。中途入会の場合は年度当初にさかのぼって出版物等を配布します。 

賛助会員につきましてはお問い合わせください。 


